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quantification theory type I（hedonic analysis). 

　We could do the influential strong product char-

acteristic clearly to the price by this analysis.

１．課題

　最近の伝統産業（陶磁器および織物等の伝統工芸

品産業）の需要に関する研究は、公統計データによ

るものとアンケート調査データによるものとがある。こ

れらに関する研究は、九州産業大学が文部科学省「21

世紀 COE プログラム」の採択を受けて、2003（平

成 16）年度にスタートさせた「柿右衛門様式陶芸研

究センタープログラム」の研究から出発している。研

究成果の多くは、機関誌である『柿右衛門様式陶芸

研究センター論集』で発表されているが、2017 年度

に発展改組して設立された九州産業大学伝統みらい

研究センターが発行する『伝統みらい研究センター

論集』へと受け継がれている。

　柿右衛門様式陶芸研究センター及び伝統みらい研

究センターから刊行された研究のうち、公統計データ

による伝統産業の需要研究には、内山 [ ４] および内

山・黒木 [ ８] がある。内山 [ ４] は、茶碗・皿・鉢、

たんす、食器戸棚、婦人着物および婦人帯等の「家

計調査」データを用いたクロス・セクション需要分析

であり、1975 年から 2017 年までの需要の金額弾力

性と数量弾力性を計測し、その推移を比較分析する

ことで、金額弾力性が数量弾力性よりも大きく、消費

要旨

　本研究は、陶磁器の製品特性と価格の関係を統計

的に分析することを目的とした。分析対象としたデー

タは、1916 年から 1942 年の売立目録収録のデー

タ（内山 [ ２]，433-442 頁）である。分析の対象と

した陶磁器の製品特性は、模様、彩色、様式、器種

及び制作年代である。これらの製品特性（説明変数）

と価格（被説明変数）の分析を、数量化Ⅰ類（ヘドニッ

クモデル分析）を用いて行った。

　数量化Ⅰ類の分析結果として、価格に対して影響

の強い製品特性の存在を明らかにした。

Summary

　 The purpose of this research is to analyze a 

relation between the Pottery Product characteristic 

and Pottery price statistically. This study used the 

data recorded in sales list. The data is the one 

in a period in 1942 from 1916. The reference is 

Uchiyama (2008 and pp.433-422). The product 

characteristics which we made the analysis target 

are "pattern", "coloring", "style", "type of vessel" and 

"production age". We made dependent variable 

regress respectively in explanatory variables i.e. 

"pattern", "coloring", "style", "type of vessel" and 

"production age". Explanatory variable’s data is 

digital data, so this regression analysis is called a 
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者は所得の増加があれば品質の良い製品を需要する

という傾向にあることを明らかにした。また、内山・

黒木 [ ８] は、内山 [ ４] と同様の品目で、基本的に

1995 年から 2012 年までのタイム・シリーズデータ

を用いた需要の分析であり、ダミー変数を用いて、動

学モデル分析を行った。動学分析は、全国、九州地

方および北九州・福岡大都市圏に分けて行い、比較

分析をおこなった。結果として、すべて分析で所得効

果が価格効果より大きく、また、わずかではあるもの

の過去の消費の影響が存在することを示すとともに、

北九州・福岡大都市圏でそのような効果が大きいこと

を明らかにした。

　他方で、アンケート調査データによる需要の研究に

は、黒木・内山 [11]、内山 [ ５][ ６][ ７] がある。黒木・

内山 [11] の研究は、日用品としての陶磁器の品質と

価格に関する陶磁器購入動機と世帯類型等がどのよ

うに関係しているのかを、関東、中部、近畿および

九州各地方の比較分析から分析した。年齢が高くな

るにつれ日用品の価格が高くても品質が良ければ購

入する傾向にあり、一般的には低価格の日用品を購

入するとの反応があった。内山 [ ５] の研究は、全国

の専業主婦の陶磁器需要がどのような世帯類型や地

方とどのように関係しているのかを、消費者の購入頻

度ごとの計量分析によって明らかにした。この分析か

ら、標準的な専業主婦世帯（夫婦と子ども世帯）の

購入行動は、割れたとき・消耗したときに購入すると

いうことと、購入する１個当たりの陶磁器金額が 500

～ 1,000 円で、関東地方では日用品の購入頻度が少

ないことを明らかにした。内山 [ ６] の研究は、九州

地方における成人女性の潜在的な博多織需要がどの

ようなものであるかを、世帯類型等との関係から計量

分析した。この分析から、持続的に博多織製品の技

法を継承し、産業として成立させていくためには、需

要は少ないかもしれないが献上博多織の高価な製品

と、小物・インテリアの安価な製品という、２極化し

た市場を推し進めるべきではないかとの結論を得た。

内山 [ ７] の研究は、久留米絣を所有している九州地

方の消費者について、世帯類型等との関係を、計量

分析した。この分析から、久留米絣を知っているが所

有をしていないとの回答者が多く、久留米絣を所有し

ている回答者が所有している製品は「小物製品」が

多かったことなどを明らかにした。

　以上に述べた先行研究のうち、公統計データによ

る分析は、基本的に対数線形の回帰分析によるもの

で、アンケート調査データによる分析は、多重分類分

析を中心としたものである。詳細は各先行研究を参

照していただきたいが、筆者らはこれまで、伝統工芸

品の需要量と支出金額、所有する伝統工芸品（需要）

の需要構造を分析してきた。

　本研究は、伝統工芸品のうち陶磁器オークションと

いう限られた完全競争市場における陶磁器価格（オー

クション相場需要）が、どのような要因によって決定

されるのかを、計量的に分析しようとするものである。

本研究では、オークション相場における需要のデー

タとして、九州産業大学柿右衛門様式陶芸研究セン

ター売立目録研究委員会が文部科学省 21 世紀 COE

事業において調査から得た売立目録のデータを用い

る（九州産業大学柿右衛門様式陶芸研究センター売

立目録研究委員会 [10]）。当該データを用いた先行

研究としては、九州産業大学柿右衛門様式陶芸研究

センター売立目録研究委員会 [10] に所収の内山 [ ２]

の研究がある。



境属性をも考慮して決定することから、住宅の購入価

格に対する周辺環境の要因の分析などに用いられる。

　このようなヘドニック法の理論的枠組みは、Rosen, 

S[ １] によって開発された。紙幅の関係上、詳細は割

愛するが、現在まで多くの研究がなされてきている。

本研究も、伝統工芸品の需要を価格という別の側面

の需要と捉え、価格と需要属性（要因）との関係を

計量分析する。つまり、本研究の目的は、ヘドニック

モデル分析を行い、オークション当時の差別化された

完全市場における陶磁器の需要構造が、どのような

ものであるかを明らかにすることである。ただし、本

研究のデータは、価格を除きデジタル型データであ

る。本研究は、データに制約があるため、ヘドニック

モデルを、数量化Ⅰ類を用いて分析する。なお、本来、

価格形成要因分析はタイム・シリーズデータに基づく

モデル分析が有効である。しかしながら、本研究は

限定的な完全競争市場のクロス・セクションデータに

よる分析であるため、移動クロス・セクション分析が

有効であり、そのデータが利用できるなら、特性が価

格に対して強い影響を捉えることができる “ 価格のラ

グ変数 ” を説明変数に明示的に取り入れることによっ

て、その効果を捉えることが出来たであろうが、デー

タの制約上それが出来なかった。今後の課題とした

い。

　以下、２節でモデルについて、３節でデータにつ

いてそれぞれ述べ、４節で結果を示し考察を行い、

５節で結論を示す。

２．モデル

　本研究で用いるヘドニック法は、既述のとおり住宅

市場の分析によく使われる手法である。すでに少し述

　内山 [ ２] は、売立目録から抽出した 3,111 サンプ

ルの再集計データを用いて、彩色種別ごと、様式ごと、

器種ごと、制作年代ごと、売主身分ごと、売主爵位

階級ごと及び入札時価格帯ごとに、構成比の整理を

行い、特徴を明らかにした。つぎに、売主と各売主

が取り扱う様式の関係をカイ二乗検定及び調整化残

差分析を用いて統計的に分析し、特徴を明らかにし

た。さらに、八十二文化財団作成の企業物価指数を

用いて、入札時価格を 1998（平成 10）年基準価格

に換算した。これによって、1916 年から 1942 年と

いう入札年の異なる入札時価格データを比較可能に

した。このように、当該売立目録のデータの特徴を明

らかにし、価格を比較するための重要な礎を構築し

た。しかしながら、価格形成要因の検討までは行わ

れておらず、この点は課題として残された。

　ところで、オークション相場価格（需要）は、限

定的で差別化された完全市場における陶磁器の需要

と、購入者の評価をあらわすものである。本研究は、

陶磁器の製品特性と価格の関係を明らかにするため、

陶磁器の価格（評価に基づく需要）に関係のある要因

（とくに、模様についての情報を目録の製品名称か

ら抽出し、彩色、様式、器種、制作年代を分析対象

とする製品特性）との計量分析を行う。なお、このよ

うな分析には、ヘドニック法を用いる分析法が一般的

である。

　ヘドニック法は、一般的に、財の価格がその財を

構成する要因によって説明されるという考え方に基づ

いている。ヘドニックモデルは、差別化された市場の

製品価格を製品特性の数量によって説明する。例え

ば、環境経済学においては、住宅購入や賃貸する場

合、消費者は住宅の内容や大気の質や騒音などの環
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べたところであるが、改めてモデルについて概説する。

　ヘドニック法は、ある財 y を特性の束（ベクトル）

で表現する。その上で、財 y の価格 p は特性ベクト

ルに対応して形成されるとし、財価格 p と特性ベクト

ルとの関係を市場価格関数で表すことができるとする

ものである。そうすると、財の需要者と供給者は、様々

な手段で情報を入手することで、財 y についての市

場価格関数を観察する。観察した市場価格関数を前

提にして、需要者は自身にとって最適な特性を持った

財を選択する。一方で、供給者もまた市場価格関数

を前提に、利益を最大にするような特性を選択する。

このように、需要者と供給者の行動によって成立する

市場均衡を考えるというのが当該手法である注１）。

　さて、これを陶磁器という財に当てはめて適用して

みたい。陶磁器を購入する人々は、陶磁器の産地や

意匠などの様々な特性を考慮に入れるであろう。そう

すると、陶磁器の価格 p は、産地や意匠などの特性

ベクトルとの関係で表すことができる。このとき、第 j

番目の特性量を hj で表現すると、各陶磁器は特性ベ

クトル h =（h1, …, hn）で表すことができる。陶磁器

の市場価格は、この特性ベクトルに対応して形成され、

市場価格関数 p = p*（h）で表すことができる。陶磁

器の需要者は、陶磁器の産地や商品名称、絵柄、色

合いなどの情報を、商品を手に取って、あるいは文

献から入手し、オークションという限定的な市場価格

関数を観察し、自身とって最適な特性を持った陶磁器

を選択する。陶磁器の供給者も同様に、市場価格関

数を観測し、自身の利益を最大にするような特性を選

択する。

　これらのことから、陶磁器の価格は、陶磁器が持っ

ている特性によって決まると考えることができる。本

研究では、つぎのような具体的な線形のモデルを設

定する注２）。

pricei = α + β1D1 + … + βnDn  + ui　　　　（１）

　ここで、  明変数である pricei は i 番目の陶磁器の

オ－クション販売価格（実績）であるとともに需要を

意味し、Dj は第 j 番目の特性量を表し、n 個の特性

からなる。また、ui は誤差項である。なお、本研究

では、特性量として売立目録から得られる 0 or 1 の

デジタル型データ（例えば、作品名称に「錦」という

語句が入っている場合１を、入っていない場合０と

なるデータ）を用いる。

　以上のようにモデルを設定したいが、本研究が用

いる売立目録のデータは、 明変数のすべてがデジタ

ル型データである。そこで、本研究は数量化Ⅰ類を

適用し、分析を試みる。数量化Ⅰ類は、すべての説

明変数がデジタル型データである場合に用いる手法

である。この手法は、回帰係数の符号条件、レンジ、

各カテゴリースコア、被説明変数との相関係数及び決

定係数を用いて、個別的解釈と総合的解釈を行うと

いう手法である注３）。

３．データ

　本研究のデータは、九州産業大学柿右衛門様式

陶芸研究センター売立目録研究委員会 [10] に収録

の内山 [ ２] 表４－１に掲載されたものである。な

お、内山 [ ２] 表４－１のデータは、データベース名

“hizenDB” 注４）でも検索可能である。

　１節に述べたように、内山 [ ２] 表４－１は、九

州産業大学柿右衛門様式陶芸研究センター売立目録
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研究委員会が調査した売立目録 2,473 冊から抽出の

3,111 サンプルをまとめている。同表は、売立目録

番号、入札年月、売立目録名称、会場、作品名称、

彩色、様式名、器種、制作年代、売主、入札時価格

及び 1998（平成 10）年基準換算価格注５）が掲載さ

れている。

　本研究は、まず内山 [ ２] 表４－１収録の作品名称、

彩色、様式名、器種、制作年代をもとに、説明変数

（特性に関するデジタル型データ）を作成する。そし

て、1998（平成 10）年基準換算価格（単位：万円）

を被説明変数として、数量化Ⅰ類の分析をおこなう。

なお、入札時価格等、一部のデータに欠損がみられ

る場合と、特性が抽出できないサンプルについては、

本研究の分析の対象からは除くこととした。結果とし

て、分析に用いるサンプルは、422 サンプルである。

　作成した特性に関するデジタル型データのカテゴ

リー名称と度数は、表３－１のとおりである注６）。また、

価格についての基本統計量は、表３－２のとおりで

ある。

４．結果と考察

　本節では、数量化Ⅰ類および変数間の単相関係数

マトリックスの分析結果をまとめ、考察を行う

表３−２　被説明変数の基本統計量

表３−１　説明変数、カテゴリー及び度数
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① カテゴリー係数の推定

　表４－１は、回帰係数の推定値である。この推定

値は、分析対象とした説明変数（特性）のうち「様式」

では「鍋島様式」の、「彩色」では「白磁」の、「器種」

では「鉢」の、「年代」では「明治以降」の、その

他の説明変数では「なし」のカテゴリーをそれぞれ

の基準とし、重回帰分析で計測した。なお、計測結

果の決定係数 R2 は 0.3996 であった。（ダミー変数

を利用しているので決定係数は低くなる。）

　また、変数間の独立性の指標となる説明変数間の

単相関係数は、表４－２のとおりである。とくに注意

すべき共線性は、認められなかった。

② カテゴリースコアの導出

　つぎに、各回帰係数とカテゴリーの度数を用いて、

説明変数ごとの加重平均を求め、カテゴリー変数から

加重平均を除してカテゴリースコアを求めた。カテゴ

表４−１　数量化Ⅰ類の計測結果（重回帰分析の結果）

リースコアの計算結果は、表４－３のとおりである。

なお、定数項（=52.4342）は、サンプル全体の価格（万

円）の平均に等しい。

　それぞれのカテゴリースコアは、当該特性を持つこ

とによって価格が平均からどの程度高低するのかを表

す。すなわち、カテゴリースコアが正ならば価格は高

くなり、負ならば価格は低くなる。

　本研究の分析結果は、様式が伊万里様式及び九谷

様式の、彩色が色絵の、器種が大皿の、年代が 17C

及び 18C のスコアがそれぞれ正の値となり、価格は

これらの特性によって高くなるという結果となった。ま

た、作品名称から抽出した特性として、重要等（重

要美術品、伝来物、拝領品、在判のある作品をいう。）、

輪花、菱、牡丹、桜、水仙、松、梅、荒磯、鳳凰、龍、人、

籠、字、船のスコアがそれぞれ正であり、価格はこれ

らの特性によって高くなるという結果となった。
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表４−２　変数間の単相関係数
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（表４−２のつづき）

（表４−２のつづき）
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（表４−２のつづき）

表４−３　数量化Ⅰ類の計測結果（カテゴリースコアの計算結果）
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③ カテゴリースコアのレンジ

　説明変数の各カテゴリースコアから、最大値と最小

値の差（レンジ）を計算した結果は、表４－４のと

おりである。

　レンジが 50 以上の説明変数をまとめると、図４—

１のようになる。これを見ると、、重要等（重要美術

品、伝来物、拝領品、在判のある作品）のカテゴリー

スコアのレンジが最も大きいことがわかる。重要等の

カテゴリーが「ある」のときのスコアは 396.7265 で

あり、重要等の特性を有する陶磁器は、そうでないも

のよりも価格が高くなるといえよう。価格を高くする特

性としては、次いで、松、荒磯、様式、彩色、器種、

船、輪花、人、鳳凰などの影響が強い。

　一方で、平均よりも価格が低くなる特性としては、

錦、瀧などの影響が強いという結果を得た。

　なお、本研究の計測結果の各説明変数のカテゴリー

はデジタルデータを用いており、被説明変数にオーク

ション販売価格（ある種の評価された価格）データを

用いている。このようなデータを用い、被説明変数を

表４−４　カテゴリースコアのレンジ

図４−１　カテゴリースコアのレンジ（レンジ≧ 50）

各説明変数のカテゴリーに回帰させているため、決定

係数が約 0.4 と一般的なデータを用いた分析に比べ

て低い傾向にあるとともに、各カテゴリー係数につい
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ては統計的に有意でないケースも多くある。しかしな

がら、デジタル型データを用いた説明変数の回帰分

析ではよく説明できている計測結果となっている。サ

ンプル数がもっと多くなれば決定係数大きくなり、ま

たそれによって各回帰係数の各カテゴリーは統計的に

有意となるケースが多くなるであろう。本研究ではサ

ンプル数の制約があり、本分析の計測結果で統計的

に有意でないケースが含まれているが、これまでの筆

者らの研究成果を踏まえると、当時の限定的完全市

場のオークション販売価格を説明していると言える。

５．おわりに

　本研究は、内山 [ ２] 表４- １のデータを用いて、

陶磁器の製品特性と価格の関係を明らかにすることを

課題とした。特に、模様についての情報を目録の製

品名称から抽出し、彩色、様式、器種、制作年代を

分析対象とする製品特性ととらえ、これらの製品特性

と価格の分析を、数量化Ⅰ類を用いて分析した。

　分析結果から 1916 年から 1942 年の売立目録に

見られる製品の特性と価格の関係について、以下の

ような特徴を明らかにした。

　①重要美術品、伝来物、拝領品、在判のある作品

　　はそうでない陶磁器に比べて特に価格が高い傾

　　向にある

　②松、荒磯、船、輪花、人、鳳凰の模様のある陶

　　磁器は、そうでないものに比べて価格が高い傾

　　向にある

　③様式では、九谷が最も価格が高く、伊万里、鍋

　　島、柿右衛門様式の順で価格が高い傾向にある

　④彩色では、色絵が最も価格が高い傾向にある

　⑤器種では、大皿が最も価格が高い傾向にある

　繰り返しになるが、本研究は内山 [ ２] がまとめた

データをもとに分析を行った。従って、売立目録の売

立時期である 1916 年から 1942 年の売立価格の形

成要因を明らかにしたものである。

　高度経済成長期を過ぎ、陶磁器の需要減退が続い

ている。しかしながら、日本の陶磁器の魅力は、今

なお世界を魅了し続けている。魅力ある陶磁器の製

造技術を絶やさず、伝統産業として継承することは、

日本の未来にとって必要なことであると考えている。

筆者らは、そのためにも需要サイドを意識した生産が

必要であると考えており、本研究の分析方法にさらに

検討を加え、今日の陶磁器の価格形成要因の分析研

究の一層の進展を図りたいと考えている。

付記

　福田和希君（九州産業大学経済学部経済学科４年）

には、データの整備に協力頂いた。また、本研究の

過程は、日本計画行政学会第 44 回大会（2021 年

11 月 13-14 日，オンライン）のセッション E-1 第 4

報告で発表したが、座長の川瀬晃弘先生（東洋大学）、

堂免隆浩先生（一橋大学）、第 2 報告の報告者 立花

晃先生（大和大学）、さらに本誌の匿名のレフェリー

から、有益なコメントを頂いた。記して感謝を申し上

げる。なお、指摘頂いたいくつかの点は、引き続き

検討を重ね、改めて別稿にまとめたい。

　本研究は科研費（18K00249，19K00265，21K

00204）の助成を受けた成果の一部である。
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注

注１）

注２）

注３）

注４）

注５）

注６）

ヘドニック法の理論的な説明については、金本・藤原 [９] の

171-172 頁及び 199-204 頁を参照せよ。

経済データなどの量的データを用いて、線形モデルを設定す

る場合、得られた回帰係数は限界概念などの経済学的な解

釈が可能である。（内山 [３]，235 頁）

数量化Ⅰ類の解法については、内山 [３] の 235-248 頁を参

照せよ。

データベース ”hizenDB” は、九州産業大学柿右衛門様式陶

芸研究センターを発展的に改組して設立された伝統みらい

研究センターや、柿右衛門様式陶芸研究センター売立目録

研究委員会の委員であった内山らがそれぞれ所有しており、

伝統みらい研究センターへの申請により閲覧等の利用が可能

である。

1998（平成 10）年基準換算価格は、八十二文化財団作成の

企業物価指数を用いて内山が計算したものである。計算方

法については、内山 [２] の 433 頁及び 442 頁の注２を参照

せよ。

作成したデータセットについては、膨大であるため、紙面の

都合上掲載できないが、改めて何らかの方法で公開したい。


